心理学基礎実験実習　2003年度

「心理量」

（ミュラー・リヤー錯視の測定）

指導教員　北岡明佳（akitaoka@lt.ritsumei.ac.jp）

　心理学的世界は物理学的世界をかなり反映するものであるが、それらは忠実に1対1対応するわけでもなければ、比例関係を維持して対応するわけでもない。すなわち、心理学的測度すなわち心理量は心理学の扱う独自の量である。本テーマでは心理量の測定を実習する。

　ここでは、心理量の測定として、錯視を測定する。錯視は心理量が物理量と必ず対応するとは限らないことを直観的に教えてくれるからである。本テーマでは、ミュラー・リヤー錯視（Müller-Lyer illusion）の錯視量を測定する。この錯視は幾何学錯視の中でも群を抜いて錯視量の大きい幾何学錯視であり、世界中の多くの大学で心理学の基礎実験用として親しまれているからである。

　しかしながら、その発見から100年以上が経過した現在でもミュラー・リヤー錯視のメカニズムの説明に定説はない。皆さんの力で解き明かしてみよう。

実習の目的

①　錯視の大きさの測定を通して心理量を測定することの意味を理解する。

②　錯視に接することによって、知覚・認知のトリック性を直感する。

③　各種の心理量測定法に慣れる。

実習の方法

1 配布するミュラー・リヤー錯視測定用ファイルを起動し、教員の指示に従って、ミュラー・リヤー錯視の錯視量を測定する。測定法は以下の6つとする。




（a）調整法


（b）極限法




（c）恒常法


（d）キャンセル法




（e）マグニチュード推定法
（f）SD法

②　視距離は60cmとする（今回は厳密でなくてよい）。これは網膜に射影した図形の大きさを一定にするためである。CRT上の図形の大きさはピクセル単位で与えられるので、100ピクセルが何ミリメートルに相当するか測っておく。

③　実験室の照度と、CRTの輝度（白い部分と黒い部分）を測定する。

④　自分のデータおよびグループ全員のデータを集計して平均と標準偏差を算出する。

レポートの作成

①　レポートの作成にあたっては、教員の指示に従う。

②　各方法によるデータの相違については考察する。

③　目的や考察に一貫した独自のストーリーを持っていると高い評価を与えることがある。

以上
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●ミュラー・リヤー錯視（the Müller-Lyer illusion）･･･同じ長さの線分の両端に矢羽を付けた場合，内向きに付けると線分は短く見え（上図），外向きに付けると線分は長く見える（下図）．
●ツェルナー錯視（the Zöllner illusion）･･･平行な線分に斜線を交差させると，それらの交差角を過大視する方位に線分が傾いて見える．
●ポッゲンドルフ錯視（the Poggendorff illusion）･･･平行線分に遮断された斜めの線分は実際には一直線上にあるのに，右側の斜線がより上にシフトしているように見える．
●ポンゾ錯視（the Ponzo illusion）･･･同じ長さの２つの平行線分を逆V字形の中に入れると，逆V字形の頂点に近い線分が遠い線分より長く見える．
●ジャストロー錯視（the Jastrow illusion）･･･同じ大きさの扇子形を図のように並べると，扇の中心の側に置いた図形がより大きく見える．
●オッペル・クント錯視（the Oppel-Kundt illusion）･･･右から2番目の線分は両端の線分のちょうど中間にあるのだが，右に寄っているように見える．
●エビングハウスの大きさ（円対比）錯視（the Ebbinghaus areal illusion）･･･中くらいの円が複数の大きい円に囲まれるとより小さく見え，複数の小さい円に囲まれるとより大きく見える．ティチェナーの円環錯視とも呼ばれる．
●デルブーフの大きさ錯視（the Delboeuf areal illusion）･･･ある円がそれよりもずっと大きい円に囲まれると小さく見え，適度に大きい円に囲まれると大きく見える．また，ある円にそれより少し小さい円が中に入ると小さく見える．
●ボールドウィン錯視（the Baldwin illusion）･･･線分の両端に小さい正方形が接続されると長く見え，大きい正方形が接続されると短く見える．
●ミュンスターベルク錯視（the Münsterberg illusion）･･･上下2列の正方形の列が水平に時計周りにずれると，その間に引かれた線分が時計周りに傾いて見える．
●ブント・フィック錯視（the Wundt-Fick illusion）･･･長さが同じでも，垂直に置かれた線分は水平に置かれた線分よりも長く見える．
●へリングの彎曲錯視（the Hering illusion of curvature）･･･平行な2本の水平線分が中心近くで膨らんでいるように見える．
●視野の上半の過大視･･･上に置かれた図形が大きく見える．
●ヘルムホルツの正方形（the Helmholtz square）･･･横縞模様の正方形では，縦が横より長く見える．
●ウェイト・マッサロ錯視（the Waite-Massaro illusion）･･･ミュラー・リヤー図形の内向図形（上図）は，外向図形（下図）よりも（縦の）幅が広く見える．

錯視のホームページ　http://www.ritsumei.ac.jp/~akitaoka/
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